
北 電 原 第 １ ３ ８ 号 

２ ０ ２ １ 年 １ １ 月 ２ 日 

 

 

原子力規制庁原子力規制部  

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室長  竹内  淳  殿 

 

 

住 所 札幌市中央区大通東１丁目２番地 

会 社 名 北海道電力株式会社 

代表者氏名 代表取締役社長 藤井 裕 

 

 

 

「『東京電力福島第一原子力発電所事故の調査・分析に係る中間取りまとめ』 

（2021年3月5日）に関する見解等について（依頼）」 

に対する回答に係る対応について（回答） 

 

令和３年10月19日付け原規規発第2110194号をもって依頼のありました件について、別紙のとおり

回答いたします。 

 

 

別紙：中間取りまとめに関する見解等（回答）に対して、改めて見解等を聴取する事項の回答 

（北海道電力株式会社） 

 

 

以上 
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表１ 泊発電所１，２号機および３号機のアクシデントマネジメント対策の抽出結果 

項目 想定したアクシデント 有効な対策 アクシデントマネジメント対策 

炉
心
健
全
性
の
維
持 

原子炉停止機能喪失 原子炉停止機能 緊急２次系冷却の多様化 

ＥＣＣＳ再循環機能喪失 炉心冷却機能 タービンバイパス系の活用 

代替再循環（※） 

代替補機冷却（※） 

格納容器内自然対流冷却 

ＥＣＣＳ注入機能喪失 炉心冷却機能 タービンバイパス系の活用 

２次系からの除熱機能喪失 炉心冷却機能 タービンバイパス系の活用 

漏えい箇所の隔離機能喪失 炉心冷却機能 クールダウン＆リサーキュレーション 

安全機能のサポート機能喪失 安全機能の 

サポート機能 

代替補機冷却（※） 

号機間電源融通 

格
納
容
器
健
全
性
の
維
持 

原
子
炉
格
納
容
器
の
除
熱
機
能
喪
失 

水蒸気（崩壊熱）による

過圧 

放射性物質の 

閉じ込め機能 

格納容器内自然対流冷却 

格納容器内注水 

コンクリート浸食 放射性物質の 

閉じ込め機能 

格納容器内自然対流冷却 

格納容器内注水 

貫通部過温 放射性物質の 

閉じ込め機能 

格納容器内自然対流冷却 

格納容器内注水 

格納容器雰囲気直接加熱 放射性物質の 

閉じ込め機能 

１次系強制減圧 

格納容器への直接接触 放射性物質の 

閉じ込め機能 

１次系強制減圧 

(注)泊発電所１，２号機のアクシデントマネジメント対策は、プラント運転開始後に実施している。

泊発電所３号機のアクシデントマネジメント対策は、プラント運転開始前に実施している。 

(※)泊発電所３号機では、「代替再循環」と「代替補機冷却」をアクシデントマネジメント策ではな

く、同等の機能を設計基準事象に取り込んでいる。 
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表２＿既存の安全機能への影響確認一覧 ［泊３号の例］ 
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